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大腿膝窩動脈病変を有する閉塞性動脈硬化症における遠位側小血管の予測因子 
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【背景】末梢動脈疾患に合併した浅大腿動脈(SFA)病変に対して末梢血管内治療(EVT)は高い安全性と有効性のため広く用いら

れている。EVT後の再狭窄規定因子の一つに小血管であることが報告されている。しかしながら、小血管を予測する背景因子に

ついては十分に検討されていない。今回、症候性末梢動脈疾患に合併した SFA 病変において、小血管病変を合併する背景因子

を検討した。【方法】2012年7月から2016年4月までにSFA病変に対して血管内超音波を用いてEVTを施行した新規連続347

人、433病変を対象とした。小血管を血管内超音波での病変遠位側の血管径6ｍｍ以下と定義し、多変量解析にて評価した。【結

果】遠位側が小血管であったのは122病変28％であった。多変量解析にて、小血管となる因子は性差(男性)[OR: 0.50, p=0.004]、

閉塞病変[OR: 2.02, p=0.003]、人工透析[OR: 0.52,p=0.012]、BMI[OR: 0.93, p=0.013]であった。【結語】SFA病変部の遠位側

の小血管予測因子は性差、閉塞病変、人工透析、BMIであった。 

 

 


